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刈り取った稲を運ぶ児童たち（金山小稲刈り 10ページに記事）



平
成
二
十
年
度

決
算
報
告

町
議
会
の
九
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
た
、
平
成
二
十
年
度
の
決
算
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が
二

十
七
億
八
千
百
三
十
五
万
円
、
歳
出
総
額
が
二
十
五
億
五
千
五
百
三
十
八

万
円
で
す
。
こ
れ
は
前
年
度
に
比
べ
て
、
歳
入
で
五
千
六
百
九
十
六
万
円

（
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
増
、
歳
出
で
九
千
九
百
二
十
万
円
（
三
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入総額 27億8,135万円

地方交付税　国の税金から交付されるお金
町　　　税　町民のみなさんが町に納めた税金
国庫支出金　特定の目的のために国から交付されるお金
県 支 出 金　特定の目的のために県から交付されるお金
町　　　債　町が借り入れたお金

　

平
成
二
十
年
度
の
歳
入
総
額

は
二
十
七
億
八
千
百
三
十
五
万

円
、
前
年
度
比
五
千
六
百
九
十

六
万
円
（
二
・
一
％
）
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

自
主
財
源

　

町
主
体
で
収
入
で
き
る
自
主

財
源
は
六
億
二
千
七
百
七
万

円
、
前
年
度
比
で
三
千
四
百
四

十
一
万
円
（
〇
・
五
％
）
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
は
水
力

発
電
施
設
の
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。

●
主
な
項
目
及
び
額（
前
年
比
）

•
町
税

　

四
億
七
千
二
百
六
十
二
万
円

（
一
・
七
％
増
）

•
繰
入
金

　

二
千
九
万
円（五

九
・
四
％
減
）

　

そ
の
他
に
繰
越
金
や
分
担
金

及
び
負
担
金
等
が
あ
り
ま
す
。

依
存
財
源

　

国
や
県
が
定
め
た
額
の
交
付

や
割
り
当
て
に
よ
る
収
入
は

二
十
一
億
五
千
四
百
二
十
八
万

円
、
前
年
度
比
で
六
千
四
十
万

円
（
二
・
九
％
）
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
普
通

交
付
税
の
算
定
項
目
に
地
域
再

生
に
関
す
る
項
目
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
増
加
し

て
い
ま
す
。

●
主
な
項
目
及
び
額（
前
年
比
）

•
地
方
交
付
税

　

十
四
億
三
千
六
十
六
万
円

（
一
・
四
％
増
）

•
町
債

　

一
億
六
千
三
百
四
十
六
万
円

（
二
九
・
三
％
減
）

•
国
庫
支
出
金

　

三
億
千
三
百
五
十
六
万
円

（
五
二
・
一
％
増
）

•
県
支
出
金

　

一
億
七
千
二
百
三
十
七
万
円

（
四
・
六
％
増
）

　

そ
の
他
に
地
方
譲
与
税
等
が

あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

※その他には、地方譲与税、繰越金、地方消費税交付金、寄付金、諸収入等があります。

用語解説
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人　件　費　職員給料や議員報酬等に使うお金
公　債　費　町債の返済に使うお金
繰　出　金　特別会計の事務経費等に使うお金
普通建設事業費　町道の改良工事等に使うお金
補　助　費　さまざまな団体等への補助金や報償費に使うお金

　

平
成
二
十
年
度
の
歳
出
総
額

は
二
十
五
億
五
千
五
百
三
十
八

万
円
、
前
年
度
比
九
千
九
百
二

十
万
円
（
三
・
七
％
）
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

投
資
的
経
費

（
構
成
比
一
三
・
二
％
）

　

施
設
や
道
路
等
将
来
に
残
る

も
の
に
対
し
て
の
支
出
が
三
億

三
千
七
百
四
十
四
万
円
。
前
年

度
比
一
億
二
千
八
百
四
十
一
万

円
（
二
七
・
六
％
）
減
で
す
。

こ
れ
は
災
害
復
旧
事
業
費
の
減

少
と
町
道
高
倉
線
改
良
工
事
、

林
道
本
名
室
谷
線
、
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
に
か
か
る
事
業
等

が
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。

●
主
な
項
目
及
び
額（
前
年
比
）

•
普
通
建
設
事
業
費

　

三
億
三
千
四
百
五
十
七
万
円

（
一
〇
・
四
％
減
）

•
災
害
復
旧
事
業
費

　

二
百
八
十
七
万
円

（
九
六
・
九
％
減
）

義
務
的
経
費

（
構
成
比
四
四
・
一
％
）

　

町
の
歳
出
で
支
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
十
一

※その他には貸付金、災害復旧費、出資金があります。

物　件　費　需用費、委託料、賃金などに使うお金
積　立　金　基金等への積み立てに使うお金
維持補修費　町施設の維持保全に使うお金
扶　助　費　福祉対策等の社会保障に使うお金

歳出総額 25億5,538万円

用語解説

一
般
会
計
歳
出

億
二
千
七
百
五
十
三
万
円
。
前

年
度
比
一
億
八
百
五
十
一
万
円

（
八
・
八
％
）
減
で
す
。

●
主
な
項
目
及
び
額（
前
年
比
）

•
人
件
費

　

五
億
五
千
六
百
九
十
一
万
円

（
六
・
六
％
減
）

•
公
債
費

　

五
億
七
百
八
十
四
万
円

（
一
三
・
一
％
減
）

•
扶
助
費

　

六
千
二
百
七
十
八
万
円

（
一
四
・
四
％
増
）

そ
の
他
の
経
費

　
　
（
構
成
比
四
二
・
七
％
）

　

投
資
的
経
費
、
義
務
的
経
費

以
外
の
経
費
が
十
億
九
千
四
十

一
万
円
。
前
年
度
比
一
億
三
千

七
百
七
十
二
万
円
（
一
四
・
五

％
）
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
で

は
、
町
民
一
人
あ
た
り
九
十
三

万
二
千
円
が
使
わ
れ
た
計
算
に

な
り
ま
す
。（
平
成
二
十
年
四
月

一
日
現
在
の
人
口
二
千
七
百
四

十
二
人
で
計
算
）

　

な
お
、
目
的
別
歳
出
内
訳
、

特
別
会
計
決
算
、
健
全
化
判
断

比
率
、
資
金
不
足
比
率
は
次
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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sssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss

一般会計の目的別歳出
目　的　名 決　算　額 構成比（％） 主　な　用　途
総 務 費 ５億７,４７０万円 22.5 携帯電話施設の整備、町行政の管理全般
公 債 費 ５億　 ７８４万円 19.9 町債の返済
民 生 費 ４億２,５０２万円 16.6 高齢者・障害者・児童等の福祉対策
土 木 費 ２億４,７３３万円 9.7 町道の改良・修繕・道路除雪
衛 生 費 ２億４,０７４万円 9.4 ごみ処理、簡易水道事業・診療所への繰り出し
教 育 費 ２億１,４３２万円 8.4 統合中学校の整備・耐震化、文化の振興
消 防 費 １億　 ９１２万円 4.3 消防施設の整備・修繕、消防・災害対策
商 工 費 １億　 ４００万円 4.1 商工業・観光の振興
農林水産業費 　　　７,５７０万円 2.9 林道改良・修繕、農林水産業の振興
議 会 費 　　　４,３７３万円 1.7 町議会の運営
労 働 費 　　　１,００１万円 0.4 失業対策、雇用対策
災害復旧費 　　　　２８７万円 0.1 農林水産施設・土木施設の災害復旧事業
合 計 ２５億５,５３８万円 100

健全化判断比率
指　　標　　名 金山町の比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 － 15.00 20.00
連結実質赤字比率 － 20.00 40.00
実質公債費比率 18.7 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 55.7 350.0 －

資金不足比率
会　　　計　　　名 金山町の比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.00
農業集落排水事業特別会計 － 20.00
特定地域生活廃水処理事業特別会計 － 20.00

特別会計決算
区分会計名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険事業勘定（医療費） ４億６,５９３万円 ３億９,９４２万円
国民健康保険施設勘定（診療所） １億３,６６４万円 １億３,６６４万円
簡 易 水 道 事 業 ２億１,０４６万円 ２億　 ７２１万円
老 人 保 健 事 業 １億　 １２５万円 １億　 １２５万円
町 営 バ ス 事 業 ２,３９０万円 ２,３９０万円
農 業 集 落 排 水 事 業 ６６７万円 ６６７万円
介 護 保 険 ４億３,０９４万円 ４億２,６９９万円
特定地域生活排水処理事業 ６,０２４万円 ６,０２４万円
後 期 高 齢 者 医 療 ５,２０５万円 ５,１７７万円

　

平
成
十
九
年
六
月
、
各
地
方
自
治
体
が
財
政
健
全
性

に
関
す
る
指
標
を
算
出
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
金
山
町
の
平
成
二
十
年
度
決
算
で
は
、

健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
と
も
に
基
準
を
超

す
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
歳
入
の
七

七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
が

占
め
て
い
る
金
山
町
で
は
、
国
や
県
の
動
向
に
影
響
を

受
け
や
す
く
、
今
後
町
税
等
の
自
主
財
源
の
大
幅
な
伸

び
も
見
込
め
な
い
た
め
、
楽
観
視
で
き
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
指
標
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
の
財
政
指
標
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町職員・町特別職の給与などのお知らせ
　町一般職員の給与などは人事院と県人事委員会の勧告を基に、町長や議会議長などの
特別職の給与（報酬）などは、金山町特別職報酬等審議会の審議に基づき町議会の議決
を経て条例により支給されています。

１　職員給与（一般行政職の平成２１年１０月現在の平均給料月額は３２８,７２３円、平均年齢は４２.１歳）
平成２１年度給料 期末・勤勉等手当 計
２億５,３０５万円 ９,６６０万円 ３億４,９６５万円

２　初任給
初任給

大 学 卒 １７５,１００円
高 校 卒 １４２,５００円

３　諸手当
６月期 １２月期

期 末 手 当 １.２５か月 １.５３か月
勤 勉 手 当 ０.７か月 ０.７５か月

４　職種別職員数
一 　 般 　 行 　 政 　 職

医 療 職 技 能
労 務 職 計

１ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級

標準的な
職 務 主 事 主 査

係 長
主任主査
主 査

主 幹
係 長 課 長 課 長

職 員 数 ４人 １１人 １６人 １０人 ５人 ２人 ５人 ８人 ６１人
構 成 比 6.6% 18.0% 26.2% 16.4% 8.2% 3.3% 8.2% 13.1% 100%

５　特別職の給料（報酬）などの状況
町　長 副町長 教育長 議　長 副議長 議　員

給料（報酬）の月額 701,000円 567,000円 528,000円 253,000円 204,000円 183,000円
期末手当の支給割合 ６月期は１.４５か月分、１２月期は１.７か月分
※町長は４月のみ４９０,７００円

６　一般職員の配置状況（平成２１年４月現在）
課係等名 人　員 課係等名 人　員 課係等名 人　員 課係等名 人員
総 務 8 住 民 福 祉 5 建 設 5 診 療 所 4
政 策 財 政 4 保 健 医 療 4 上 下 水 道 4 保 育 所 6
議会・監査 1 税 務 3 農 林 観 光 8 一般職員合計
教 育 6 出 納 2 横田出張所 1 61
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継承される地域の伝統
山入近隣会芸能発表会

　第２７回玉梨・八町温泉まつりは
９月６日、保養センター前広場を中
心に行われました。今年は『玉梨八
町の未来を熱く語る』と題したパネ
ルディスカッションが行われ、パネ
リストからは「観光客を呼び込むだ
けが地域活性化ではない」「町にあ
る温泉などの資源を残していくこと
も地域活性化につながる」等玉梨八
町の未来、大きくは町の未来に向け
た貴重な意見が出されました。また
今年は、例年行われているゲーム大
会や豊年踊りに加え、野尻川に架か
る弁天橋下流側に自然石を使った足
湯が設けられ、訪れた人たちの癒し
の場所となっていました。

新たな試みを加えた
玉梨・八町温泉まつり

　山入近隣会芸能発表会は９月５日、ふるさとむかし館で行われ、
会場はつめかけた約３５０人の観衆で満員にふくれあがりました。
発表会は、日本舞踊、よさこい、カラオケ等の後、山入歌舞伎「奥
州安達ヶ原袖萩祭文の段」が演じられました。観衆からは演目が終
わるたび盛大な拍手や花束がおくられていました。山入近隣会は平
成２年に山入歌舞伎を復活させて以来、他団体の公演を見学するな
どして演技の質を高め、公演をさらに昇華させたものへと作り上げ
ています。発表会には住民が一体となり地域の伝承文化を継承して
いこうという強い姿勢がみられました。

貴重な意見が出されたパネルディスカッション

子供でも熱くない湯加減の足湯

絶やすことなく継承していきたい山入歌舞伎 山入近隣会芸能発表会を楽しむ観衆
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力一杯にボールを投げる児童

　両沼西部三町村小学校体育交流会陸上記録会は９月１５日、金山小学校校庭で行われ
金山、三島、昭和の小学５、６年生が参加しました。これは、３町村各教育委員会及び
小学校長会が主催しているもので今回で１７回目です。競技に先立ち来賓を代表して長
谷川町長が「自分の新記録を目指して頑張ってください」と祝辞を述べました。児童た
ちはあいにくの空模様にも関わらず、応援に駆けつけた保護者らの大きな声援を受け、
今まで練習してきた成果を十分に発揮していました。

陸上記録会で自己記録更新を目指す

１００メートル走での力走

　いきいき生活倶楽部敬老会は、
９月１６日、１７日ゆうゆう館で行
われました。１６日は横田武男社会
福祉協議会長のあいさつの後、川口
保育所児童一人ひとりが名前を発表
し９月１９日の合同運動会のために
練習してきた歌やお遊戯をステージ
ところ狭しと元気に披露しました。
また笑美路会のみなさんが日本舞踊
『祝賀の舞い』や『娘まつり唄』を
華やかに舞い、会員約４０名の長寿
を祝いました。出席した会員は、時
折拍手をしながらお遊戯や日本舞踊
を観賞し、楽しいひとときを過ごし
ていました。

長寿を祝い
華麗な舞いを披露
いきいき生活倶楽部敬老会

笑美路会の美しい舞い

日本舞踊を楽しむいきいき生活倶楽部の方々
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みんなの力をあわせての綱引き児童全員でのオープニング

児童と一緒に楽しい昼食

夢の実現へ貴重な体験

　川口保育所横田保育所合同運動会は９月１９日、「うみのなかまのうんどうかい～サ
ンバでおどろう～」をテーマに中川グラウンドで行われました。晴天のもと両保育所合
わせて３４名の児童は、かけっこ等の個人種目や、綱引き、リレー等の団体種目合わせ
て１３種目でグラウンドを元気いっぱいに走ったり、踊ったりして今まで練習してきた
成果を十分に披露していました。また、紅組白組を問わず他の児童の頑張りを応援する
姿が見られました。

一等賞のリボンを目指す　町内保育所合同運動会

　川口高等学校のインターンシップ（職業
体験学習）は９月１７、１８日と行われ 1
年生が参加しました。町内では役場、会津
坂下消防署金山出張所、川口保育所で生徒
を受け入れました。川口保育所では３名の
生徒が児童とふれ合いながら保育士の仕事
を体験しました。参加した生徒は「いろい
ろなところに目を配らないといけないとこ
ろが大変です」「貴重な体験を自分の夢に
つなげられるように考えたい」と感想を話
しました。

かけっこで一等をめざす児童息を合わせての大玉コロコロ
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表彰を受ける本多さん夫妻

金山町敬老会
これからもどうぞお元気で
　金山町敬老会は９月２１日、町民体育館で行わ
れ町内から約３９０名が参加しました。会では長
谷川町長が「これからも安心して暮らせるよう、
福祉のさらなる充実を図っていきます」とあいさ
つし、長谷川盛雄町議会議長、杉山純一県議会議
員が祝辞を述べました。
　続いて今年満８８歳を迎える３４名のうち出席
した１２名一人ひとりに町敬老祝金と米寿記念品
が贈られました。また、福島民報社が主催するし
あわせ金婚式の表彰が行われ、受賞した２１組を
代表して、本多喜代志さん・フミ子さん夫妻（大
志）に賞状と記念品が贈られました。

米寿の記念品を贈られる栗城武さん（玉梨）

長寿を祝う太鼓の演奏

会場に集まった多くの参加者
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刈った稲を掛ける作業（横田小）

　金山小学校の稲刈りは９月２５日、中川地内の田んぼで行われました。講師の話を聞
いた後、上級生は鎌の扱いに気を付けながらたわわに実った稲穂をていねいに刈り取っ
ていきました。下級生は上級生が刈り取った稲をねりに運ぶ作業を行いました。上級生
は自分たちの刈り取る作業が終了すると下級生を手伝う姿も見られました。また、９月
１８日には横田小学校でも稲刈りが行われました。

大地の恵みを収穫　町内小学校で稲刈り

黄金色の稲を刈り取る児童（金山小）

　横田小学校交通安全鼓笛パ
レードは９月２５日、山入地
内で行われました。パレード
には横田小学校児童１９名と
関係団体から約１５名が参加
しました。児童たちはこれま
で練習してきた成果を十分に
発揮するように、秋晴れとな
った空まで届くような澄み渡
る音を地域一帯に響かせてい
ました。児童らの演奏を聞こ
うと沿道には多くの住民や保
護者らが駆けつけて、児童に
あたたかい声援を送っていま
した。

交通安全への
確かな願いを込めて
横田小学校で
鼓笛パレード

交通安全の願いを込めたパレード（鮭立地区）

交通安全への願いを込めた演奏（新遠路地区）
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　９月、奥キイ子さん（大塩）宅の畑で写真のよう
な赤カボチャが実を付けました。一つのカボチャが
二つになったのか、またその反対なのか？疑問は尽
きません。
　この縁起のいい末広がりのカボチャはその後、四
季菜の駅よこたで販売され、購入した方の手に渡り
ました。購入した方には縁起の良いことが訪れるの
ではないでしょうか。

縁起のいい
赤カボチャが採れる

珍しい形の赤カボチャ

　五ノ井マンさん（水沼）の百歳賀寿の
贈呈が９月２９日、金山ホームで行われ、
会津保健福祉事務所長、長谷川町長、町
老人クラブ連合会長、水沼地区老人クラ
ブ会長が賀寿や記念品、祝金を贈りまし
た。
　賀寿の贈呈にあたり長男の忠一郎さん
が、「かねやまホームではいつも親切に
していただき感謝してます。また今回は
このようなお祝いをいただきありがとう
ございます」と謝辞を述べました。

五ノ井さんの賀寿を祝う

賀寿を受ける五ノ井さん（中央）

　金山町活性化センターこぶし館が食菜ふ
くしま地産地消推進店に認定され、認定証
の交付が１０月１日行われました。これは
県が豊富な農林水産物を多くの方々に知っ
ていただき、実際にお店で食べて消費拡大
につなげることを目的に、県産食材を積極
的に利用する飲食店を募集し認定していま
す。こぶし館のメニューは地元産のそば粉
や米を１００パーセント使用していること、
地元特産「あざき大根」を薬味にして食べ
るそばが評価されました。

かねやまの「いいもの」が
評価される

地産地消が評価を受けたこぶし館

珍しい
カボチャ
だよ
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
10
月
★

▼
21
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
23
日（
金
）

•
全
会
津
交
通
安
全

母
の
会
研
修
会

　

午
前
10
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

•
奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

　

午
前
10
時
〜町

民
体
育
館
周
辺

▼
25
日（
日
）

•
健
康
と
福
祉
ま
つ
り

　

午
前
９
時
30
分
〜町

民
体
育
館

★
11
月
★

▼
５
日（
木
）〜
６
日（
金
）

•
男
女
混
合
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

午
後
７
時
〜　

町
民
体
育
館

▼
12
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

▼
13
日（
金
）

•
献
血
バ
ス
来
町

　

午
前
９
時
30
分
〜

Ｊ
Ｒ
会
津
川
口
駅
前

▼
15
日（
日
）

•
秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

　

午
前
８
時
30
分
〜
町
内
全
域

お
知
ら
せ

納期限
11月2日まで

今月の納税
●
町

・

県

民

税　
　

3　

期

●
固

定

資

産

税　
　

3　

期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

3　

期

●
保

育

料　
　

10
月
分

農
業
者
年
金

　

老
後
生
活
は
長
く
、
お
金
が

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
産
育
児一時
金
の
支
払
い

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
払
額

と
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降

に
出
産
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

▼
支
給
額

　

四
十
二
万
円

※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入

す
る
病
院
等
に
お
い
て
出
産
し

た
場
合
に
限
り
ま
す
。

▼
支
払
方
法

　

医
療
保
険
者
か
ら
病
院
等
へ

の
直
接
支
払
い

※
医
療
保
険
者
か
ら
病
院
等
へ

の
直
接
支
払
い
を
望
ま
な
い
場

合
は
、
出
産
後
医
療
保
険
者
か

ら
受
け
取
る
従
来
の
方
法
を
利

用
で
き
ま
す
。

  

手
続
き
、
問
い
合
わ
せ
等
は

ご
加
入
の
医
療
保
険
者
の
窓

口
、
ま
た
は
出
産
さ
れ
る
病
院

等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

案　
　
　
内

町
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

　

十
一
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で

の
間
に
町
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
を
実
施
し
ま
す
。
検
針
の
た

め
に
検
針
員
が
各
戸
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
検
針
メ
ー
タ
ー
の

上
に
検
針
に
障
害
の
あ
る
も
の

が
置
い
て
あ
る
時
は
、
十
月
中

に
取
り
除
い
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

※
水
沼
、
高
倉
、
三
更
、
太
郎

布
、
田
沢
の
各
地
区
は
該
当
あ

り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

☎
54
–
5
3
1
5

住
基
カ
ー
ド
を
無
料
交
付

　

町
で
は
、「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
を
平
成
二
十
二
年
三

月
ま
で
無
料
で
発
行
し
て
い
ま

す
。
種
類
は
写
真
の
有
無
の
二

つ
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
写
真

付
き
の
も
の
は
、
公
的
な
身
分

証
明
書
に
も
な
り
ま
す
。

※
住
基
カ
ー
ド
は
個
人
情
報
を

暗
号
化
し
て
記
録
す
る
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
を
採
用
し
不
正
ア
ク
セ
ス

を
拒
否
す
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
カ
ー
ド
の
変
造
や
情

報
改
ざ
ん
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
役
場
で
申
請
と
受
け
取
り

が
で
き
、
有
効
期
間
は
十
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
福
祉
係

☎
54
–
5
1
3
1

年
末
調
整
説
明
会

　

会
津
若
松
税
務
署
で
は
、
平

成
二
十
一
年
分
の
年
末
調
整
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

十
一
月
十
二
日（
木
）

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

※
受
付
は
午
後
一
時
か
ら

▼
会
場

  

三
島
町
町
民
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
税
務
署

☎
0
2
4
2
–
27
–
4
3
1
1

老
後
の
備
え
に
農
業
者
年
金
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い
。
農
業
者
年

金
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

•
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

み
立
て
方
式
の
年
金

•
終
身
年
金
で
八
十
歳
ま
で
の

保
証
付
き

•
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

所
得
控
除
の
対
象

•
保
険
料
に
国
家
補
助
等
の
手

厚
い
政
策
支
援

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

☎
54
–
5
3
2
1多くの実りをもたらす農地
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民
生
児
童
委
員

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
西
谷
地

区
担
当
と
、
欠
員
が
一
名
あ
っ

た
本
名
・
橋
立
地
区
担
当
の
民

生
児
童
委
員
が
次
の
方
に
決
ま

り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

雪
下　

昭
一
（
西
谷
）　　
　

渡
部　

喜
市
（
本
名
・
橋
立
）

　

任
期
は
平
成
二
十
二
年
十
一

月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。ご

寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

教
育
委
員

　

平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
退

任
し
た
星
佐
益
さ
ん（
宮
崎
）の

後
任
と
し
て
目
黒
謙
さ
ん
（
宮

崎
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
任
期
満
了
と

な
っ
た
菅
家
貞
夫
さ
ん（
滝
沢
）

は
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
ま

で
の
四
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人　
　
　
事

広
報
送
付
に
対
し
て

●
埼
玉
県
鳩
ヶ
谷
市
の
岩
本
照

子
さ
ん
か
ら
一
万
円

●
匿
名
希
望
の
方
か
ら
五
千
円

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
神
奈
川
県
横
浜
市
の
平
川
雄

二
さ
ん
か
ら
五
万
円

●
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
の
斉
藤
孝

博
さ
ん
か
ら
五
万
円

●
匿
名
希
望
の
方
か
ら
五
千
円

　

ご
寄
付
は
金
山
町
の
自
然
環

境
の
保
全
や
地
域
活
性
化
な
ど

の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

秋の全国火災予防運動
期間　平成２１年１１月９日（月）から

１１月１５日（日）まで
スローガン
『消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子』

～火災のない安心して暮らせる地域を作りましょう。～

今
年
は
夜
空
を
彩
る
花
火
も

奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

健
康
と
福
祉
ま
つ
り
も
同
時
開
催

　

今
年
も
奥
会
津
の
ご
っ
つ
お

（
ご
ち
そ
う
）が
一
堂
に
会
す
る

奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
ど
お
り
奥
会
津
の
個
性

豊
か
な
そ
ば
や
新
米
で
つ
い
た

餅
、
キ
ノ
コ
汁
等
の
秋
の
味
覚

が
目
白
押
し
で
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、
奥
会
津
金
山
赤
カ
ボ
チ

ャ
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
や

沼
沢
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
、
会
津
地

鶏
、
エ
ゴ
マ
油
等
も
店
頭
に
並

び
、
み
な
さ
ん
の
食
欲
を
刺
激

し
ま
す
。
奥
会
津
の
秋
の
味
覚

を
思
う
存
分
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
今
年
は
二
十
四
日
午

後
六
時
か
ら
花
火
大
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
時
間

•
二
十
四
日（
土
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
七
時

•
二
十
五
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
会
場

　

町
民
体
育
館
周
辺

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
観
光
係

☎
54
–
5
3
2
7

　

十
月
二
十
五
日（
日
）午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で

は
、
町
民
体
育
館
を
会
場
に

「
健
康
と
福
祉
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
認
知
症
を
理
解

す
る
講
演
会
を
は
じ
め
と
し
て

介
護
用
品
展
示
会
、
菊
花
展
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

新そばを堪能（昨年のごっつおまつり）

桐
の
植
栽
及
び
管
理
人

　

会
津
キ
リ
振
興
連
絡
協
議
会

で
は
、
全
構
成
市
町
村
に
桐
苗

を
無
料
配
布
し
、
植
栽
と
そ
の

後
の
生
育
状
況
や
病
害
虫
等
の

発
生
状
況
の
追
跡
調
査
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
金
山
町
で
は
十
一
月

中
旬
に
約
三
十
本
の
苗
木
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
会
津
桐
の
振

興
に
ご
協
力
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
観
光
係

☎
54
–
5
3
2
7

募　
　
　
集

13 広報かねやま　21.10.10



図 書 室 だ よ り

東野　圭吾 著（文藝春秋 刊）
～天才科学者が謎に挑む連作ミステリー～

◆図書館の利用状況（ 8月分）
月間貸出冊数　82冊
（うち児童書　15冊）

◆県立図書館本の紹介
○ちいさな手作りを楽しむやさしい時間
　川路　ゆみこ著（主婦の友社）
○ぱんおやつ
　ごとう　さきこ著（地球丸）
○こんな夫婦に誰がした？
　綾小路きみまろ著（ＰＨＰ出版）

　貸し出しは 1人 3冊まで、貸し出し期間
は 2週間です。土曜日も利用できます。

◎問い合わせ　中央公民館
　☎５４-５３６０

☆　あたらしい本が入りました　☆

一般向け

蛇蔵＆海野凪子 著
（メディアファクトリー刊）
～なるほど×爆笑の日本語“再発見”～

一般向け

予知夢

日本人の知らない日本語

武田　美穂 作・絵（ポプラ社）
～教室でみほちゃんと、ますだくんの机は
隣同士…すると、ますだくんは…。～

児童向け となりのせきのますだくんとなりのせきのますだくん

　

金
山
町
で
は
、
今
回
整
備
す

る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
利
用
し

て
テ
レ
ビ
放
送
を
配
信
し
ま
す
。

町
で
は
ど
の
地
域
か
ら
で
も
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
（
難
視
聴

地
域
が
な
く
な
り
ま
す
）
共
聴

組
合
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
現
在
テ
レ
ビ
の

映
り
が
悪
く
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

受
信
を
懸
念
さ
れ
て
い
る
方
々

の
心
配
も
解
消
さ
れ
ま
す
。
以

下
質
問
形
式
で
皆
様
の
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

■問　
西
谷
と
田
沢
の
テ
レ
ビ
搭

の
電
波
で
い
つ
か
ら
地
デ
ジ
が

見
れ
る
の
？

■答　
平
成
二
十
二
年
の
秋
ご
ろ

の
予
定
で
す
。

■問　
町
の
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
に

町
民
み
ん
な
が
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
？

■答　
加
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
各
家
庭
の
ア
ン
テ
ナ
で

受
信
で
き
る
方
等
は
希
望
者
の

み
加
入
く
だ
さ
い
。

■問　
加
入
す
れ
ば
今
の
テ
レ
ビ

で
み
れ
る
の
？

■答　
い
い
え
、
電
波
は
、
デ
ジ

タ
ル
で
配
信
し
ま
す
の
で
地
デ

ジ
用
の
設
備
が
必
要
で
す
。

光
の
未
来
が
や
っ
て
く
る
！
《
第
二
回
》
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

■問　
Ｂ
Ｓ
、
Ｃ
Ｓ
放
送
は
？

■答　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
み

で
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
、
Ｂ
Ｓ
放

送
等
は
放
送
し
ま
せ
ん
。

■問　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
？

■答　
皆
さ
ん
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
直
接

契
約
と
な
り
ま
す
。

■問　
加
入
料
金
と
利
用
料
は

■答　
現
在
検
討
中
で
す
。

■問　
引
き
込
み
に
工
事
料
金
は

か
か
る
の
？

■答　
電
柱
か
ら
各
家
庭
に
設
置

す
る
端
末
ま
で
は
役
場
で
負
担

し
ま
す
。
端
末
か
ら
テ
レ
ビ
ま

で
の
配
線
の
経
費
は
個
人
で
負

担
し
て
く
だ
さ
い
。

■問　
料
金
を
払
わ
な
い
と
見
れ

な
い
の
？

■答　
未
加
入
者
へ
は
機
械
の
操

作
に
よ
り
配
信
を
し
ま
せ
ん
。

加
入
者
以
外
は
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

■問　
複
数
台
の
テ
レ
ビ
を
つ
な

い
で
も
料
金
は
同
じ
な
の
？

■答　
何
台
つ
な
い
で
も
料
金
は

同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
電
波
を

増
幅
す
る
た
め
に
ブ
ー
ス
タ
ー

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
経
費
は
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

■問　
今
の
ア
ン
テ
ナ
が
壊
れ
て

か
ら
と
考
え
て
い
る
。
後
か
ら

加
入
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
？

■答　
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
端
末
が
無
い
家
庭（
防

災
無
線
の
個
別
受
信
機
が
無
い

と
こ
ろ
）
か
ら
の
申
し
込
み
は

別
途
引
き
込
み
料
金
を
頂
き
ま

す
。

■問　
い
つ
ご
ろ
か
ら
放
送
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
る
の
？

■答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
と
同
じ
平
成
二
十
二
年
十
月

一
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
政
策
財
政
係

☎
54
–
5
2
2
2

地デジ化を推進する
キャラクター地デジカ
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　皆さんは、ご自身の歯に歯石が付いているかどうか自分
自身、鏡でご覧になったことがありますか？
　今回は歯石の付いた状態の画像（下の前歯の裏側）を添
付しましたので可能であれば鏡でご覧になってください。
舌の下には唾液腺の出口があり、ここから出るカルシウム
成分が歯石の材料になります。ですから下の前歯の裏側が
最も歯石の付きやすい場所ということになります。
　歯石はきれいな歯の表面にも付きますが、歯垢（歯くそ）
があるとなお付きやすく
なり、放置すると歯肉を
剥がしつつ増殖し、歯周
病を引き起こします。歯
石は歯科で機械を使っ
て取るしかありませんの
で、気になる方や心配な
方は歯科を受診されるこ
とをお勧めします。
◎問い合わせ　金山町国保診療所　☎５４－２０３１

歯 石 沈 着
市川公久 歯科医

あ の 人 こ の 人
９月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

須佐　なつ
µ
父・須佐　光夫

¶
（上横田）母・　　　知奈

伊藤　　燦
あきら
µ
父・伊藤　　敬

¶
（大　塩）母・　　　美保

お二人で幸せに

♥
(
若　林　慎　也（本　名）
渡　部　美映子（田　沢）

霊よ安らかに

星　　　源　一（83歳）上横田
菅　家　カツ子（71歳）上横田
滝　沢　義　彦（87歳）滝　沢

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（10月 1 日現在）

世 帯 数 1,145世帯（－ 3）
人　　口 2,641人 （－ 3）
男 1,248人 （－ 2）
女 1,393人 （－ 1）

※（　）内は先月比

診療所歯科
　　だより

　
「
赤
カ
ボ
チ
ャ
も
う
採
っ
た

方
が
い
い
ぞ
」
と
近
所
の
方
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
な
ご
み
ガ

ー
デ
ン
に
で
き
た
赤
カ
ボ
チ
ャ

を
収
穫
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

が
私
以
上
に
気
に
掛
け
て
見
守

っ
て
い
て
く
れ
る
の
が
と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ

車
を
止
め
て
ま
で
声
を
掛
け
て

く
れ
て
、
地
域
の
温
か
さ
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
、
い
つ
も

見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い

る
と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が
る

し
、
管
理
す
る
上
で
の
励
み
に

も
な
り
ま
す
。
今
回
収
穫
し
た

赤
カ
ボ
チ
ャ
は
ち
ょ
っ
と
不
細

工
で
す
が
、
大
き
く
て
ヘ
ソ
も

ば
っ
ち
り
あ
る
の
で
お
い
し
そ

う
で
す
。
み
な
さ
ん
に
見
守
ら

れ
て
育
っ
た
赤
カ
ボ
チ
ャ
な
の

で
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
味

わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
収
穫
の
喜
び
や
楽
し
さ
を
分

か
ち
合
い
な
が
ら
心
な
ご
む
花

畑
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

９
月
の
大
型
連
休
に
、
２
泊

３
日
で
名
古
屋
か
ら
友
達
が
遊

び
に
来
ま
し
た
。
登
山
を
し
た

り
、
お
い
し
い
料
理
を
堪
能
し

た
り
、
満
天
の
星
空
を
見
た
り

し
て
金
山
を
満
喫
し
「
今
ま
で

行
っ
た
旅
の
中
で
一
番
よ
か
っ

た
！
ま
た
来
た
い
！
」
と
言
っ

て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

見
て
感
じ
て
圧
倒
さ
れ
る
よ

う
な
自
然
が
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
そ
こ
に
自
分
の
経
験
と
そ

の
土
地
で
生
き
て
い
る
人
た
ち

と
の
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
た

こ
と
で
、
一
番
よ
か
っ
た
と
感

じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
人
た
ち
を
受
け
入
れ
る

体
制
が
整
い
、
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ

が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
も
っ
と
金
山
の
魅
力
に
気

づ
い
て
も
ら
え
る
機
会
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

都
築　

朋
恵

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
活
動
報
告
vol.4

花畑で採れた赤カボチャ

歯石歯石
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

　

今
月
は
、
九
月
十
五
日
に
行

わ
れ
た
両
沼
西
部
三
町
村
小
学

校
体
育
交
流
会
陸
上
記
録
会
ボ

ー
ル
投
げ
六
年
男
子
に
お
い
て

六
十
四
メ
ー
ト
ル
四
十
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
大
会
新
記
録
で

見
事
優
勝
し
た
五
ノ
井
一
幸
君

（
高
倉
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
制
す

　

こ
の
種
目
で
は
五
ノ
井
君
の

他
に
も
二
人
が
大
会
新
記
録
を

出
し
て
お
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
「
週
三
回
学
校
で
行
わ
れ
た

陸
上
の
練
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
の
記
録
よ
り
も
約
二
十
メ

ー
ト
ル
以
上
遠
く
に
投
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
」
と
五
ノ
井
君
は
率
直
な
感

想
を
話
し
ま
す
。

確
か
な
自
信

　
「
優
勝
す
る
自
信
を
持
っ
て

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
投
げ
を
指
導
し
て
も
ら
っ
た

髙
木
弘
志
先
生
か
ら
も
大
会
前

に
ケ
ガ
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に

注
意
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
二

投
目
が
終
了
し
た
時
点
で
本
当

に
優
勝
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」

こ
の
確
固
た
る
自
信
と
、
先
生

か
ら
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

優
勝
そ
し
て
大
会
新
記
録
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

将
来
の
夢

　
「
残
念
な
が
ら
金
山
中
学
校

に
野
球
部
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

友
達
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
高
校
か
ら

は
野
球
を
始
め
て
、
将
来
は
で

き
れ
ば
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。
好
き
な
プ
ロ
野
球

選
手
は
東
北
楽
天
の
岩
隈
投
手

で
す
」
と
無
邪
気
な
笑
顔
を
垣

間
見
せ
な
が
ら
、
好
き
な
野
球

の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
金
山
町
か
ら
プ
ロ

野
球
選
手
が
誕
生
す
る
。
そ
ん

な
話
が
聞
か
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
後
の
五
ノ
井
君
の
更

な
る
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。　

指導した髙木先生との握手

ボール投げで大会新記録を樹立

五ノ井一
か ず

幸
ゆ き

君（高倉）
従来の記録を５メートル以上更新した五ノ井君

おじゃまします

　

九
月
二
十
九
日（
火
）、
金
小

ゆ
う
が
た
ク
ラ
ブ
の
二
十
七
名

が
お
茶
の
作
法
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

四
年
生
の
大
竹
沙
絢
さ
ん（
茶

道
歴
二
年
）
と
六
年
生
の
菅
家

綾
さ
ん
（
茶
道
歴
二
年
）
が
お

手
前
を
披
露
、
お
運
び
は
一
会

会
（
い
ち
え
か
い
）
の
押
部
ナ

ミ
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

児
童
が
交
代
で
行
い
ま
し
た
。

　

お
手
前
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動

作
の
意
味
を
解
説
し
て
下
さ
る

押
部
さ
ん
の
言
葉
に
、
い
つ
も

は
賑
や
か
な
児
童
ら
も
、
き
ち

ん
と
正
座
し
て
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
お
茶
の
味
に
低
学

年
か
ら
は
「
に
が
い
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
口
に
広

が
る
お
菓
子
の
甘
さ
と
融
合
し

た
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
に
「
お

い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

ひ
と
足
先
に
文
化
の
秋

金
山
小
ゆ
う
が
た
ク
ラ
ブ
で
茶
道
体
験

文
化
祭
の
ご
案
内

　

今
年
も
十
一
月
三
日
の
文

化
の
日
に
各
地
区
公
民
館
で

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

書
道
、
絵
画
、
文
芸
、
手
工

芸
、
写
真
、
生
花
等
の
作
品

芸
能
発
表
会
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

指導を受けお茶を運ぶ児童
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